
【大熊町】 

校務 DX 計画 

 
大熊町は、国の「GIGA スクール構想」に基づき、文部科学省が定める「GIGA スクール

構想の下での校務 DX チェックリスト」及び福島県教育委員会が定める「教職員働き方改革
アクションプラン」等を踏まえ、校務 DX に係る下記取組を行う。 

 
記 

 
１．校務系・学習系ネットワークを統合した校務 DX 環境構築 
 

大熊町においては、令和 4 年度から統合型校務支援システムを導入しているが、さらな
る効率化、教職員等の負担軽減を図るため、校務系・学習系ネットワークを統合したゼロト
ラストセキュリティによるネットワーク環境への切り替えを検討・早期実現し、校務 DX を
推進する。 

 
２．デジタル化の推進 
 
 教育委員会の研修等でオンライン化やクラウドツールの活用を推進するほか、学校との
各種事務手続きのペーパーレス化や押印見直しを推進し、業務のデジタル化に取り組む。 
 
３．校務における生成 AI の活用 
 
 文部科学省が示した「初等中等段階における生成 AI の利活用に関するガイドライン」を
遵守した上で、校務での生成 AI 利活用を行う。 
 

以上 


